
昭
和
35
年
６
月
10
日
に
商
工
会
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
県
商
工

会
連
合
会
及
び
県
青
年
部
連
合
会
、
県

女
性
部
連
合
会
の
正
副
会
長
が
、
６
月

10
日（
月
）、
黒
岩
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

黒
岩
知
事
か
ら
は
、
今
年
は
『
み
〜
〜

ん
な
Ｄ
Ｘ
!!
』
を
合
言
葉
に
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
し
っ
か
り
と
連
携
を
取

り
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
前
へ
進
ん
で

い
き
た
い
。商
工
会
が
共
通
の
思
い
を

持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
『
マ
グ
ネ
ッ
ト
力
』

を
高
め
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
青
連
か
ら
、
葉
山
町
商
工

会
員
が
独
自
の
レ
シ
ピ
で
開
発
し
た
天

然
エ
ネ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
「
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ

リ
ー
コ
ー
ラ
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、
令
和
５
年
度
全
国
商
工
会
連
合
会
特

産
品
評
価
委
員
会
事
業 buyer’s ro

o
m

（
11
月
の
部
）
全
国
商
工
会
連
合
会
賞
を

受
賞
し
た
も
の
で
す
。ま
た
、
県
女
性
連

か
ら
は
結
成
50
周
年
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て

花
と
野
菜
の
種
を
贈
り
ま
し
た
。

最
後
に
中
村
副
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、

黒
岩
知
事
を
囲
み
、
記
念
撮
影
を
し
ま

し
た
。

神
奈
川
県
商
工
会
連
合
会
（
会
長
・
関

戸
昌
邦
）は
５
月
30
日（
木
）ホ
テ
ル
・
ザ
・

ノ
ッ
ト
ヨ
コ
ハ
マ
に
お
い
て
第
63
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、関
戸
会
長
に
よ
る「
今
年
は
３
年

に
一
度
の
役
員
の
改
選
期
で
あ
り
、
今
日

が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
日
と
な
る
」、「
小

規
模
事
業
者
の
目
線
で
商
工
会
会
員
が
持

続
的
に
発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
事
業
承
継
な
ど
課
題
認
識
を
持
っ
て

真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
挨

拶
を
皮
切
り
に
、
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し

た
。総

会
の
議
長
は
座
間
市
商
工
会
の
内
藤

会
長
が
務
め
、
ま
ず
第
１
号
議
案 

令
和
５

年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
令
和
５
年
度
一

般
会
計
及
び
同
年
度
特
別
会
計
（
神
奈
川

県
商
工
会
職
員
退
職
給
与
金
共
済
制
度
・

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
）
決
算
書
が
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
各
商
工
会
に
お
い
て
も

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
８
商
工
会
の
会
長

が
新
た
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を

踏
ま
え
、
第
２
号
議
案 

と
し
て
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
の
改
選
が
審
議
さ
れ
、
左
の

方
々
が
新
た
に
役
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
会
場
で
は
、
退
任
さ
れ
た
県
連

役
員
・
商
工
会
長
と
商
工
業
者
の
支
援
に

尽
力
し
た
商
工
会
職
員
へ
感
謝
状
等
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

新 役 員

商 工 会 長

会
長関

戸 

昌
邦

　
　
　（
津
久
井
）

副
会
長

中
村 

美
好

　
　
　
　（
愛
甲
）

理
事杉

山  

修

　
　（
湯
河
原
町
）

理
事柏

木 

秀
一

　（
県
青
連
会
長
）

副
会
長

栁  

新
一
郎

　
　
　（
葉
山
町
）

専
務
理
事

宮
越 
雄
司

　
　
　
　（
県
連
）

理
事内

藤 

和
美

　
　
　（
座
間
市)

理
事藤

田 

純
子

 （
県
女
性
連
会
長
）

副
会
長

髙
橋 

宏
昌

　
　（
伊
勢
原
市
）

理
事山

上  

良

　（
逗
子
市
・
新
会
長
）

理
事瀬

戸 

良
雄

　
　（
南
足
柄
市
）

監
事井

上 

俊
之

　（
山
北
町
・
新
会
長
）

副
会
長

藪
田 

徹
也

　
　
　（
真
鶴
町
）

理
事芦

川 

博
昭

　
　
　（
大
磯
町
）

理
事小

川 

喜
平

　
　
　（
相
模
湖
）

監
事平

栗 

文
夫

　
　
　
　（
城
山
）

山
田 

貴
弘

　（
足
柄
上
・
新
会
長
）

平
本 

康
雄

　（
綾
瀬
市
・
新
会
長
）

小
山 

秀
文

　（
藤
野
・
新
会
長
）

吉
田 

守
秋

　（
小
田
原
市
橘
・
新
会
長
）

山
本 

秀
樹

　（
二
宮
町
・
新
会
長
）

金
子 

一
茂

　（
寒
川
町
・
新
会
長
）

表
彰
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

■ 

退
任
県
連
役
員
・
商
工
会
長

笠
間 

茂
治

　
（
県
連
副
会
長
・
綾
瀬
市
商
工
会
長
）

内
野 

晴
雄

　
（
県
連
副
会
長
・
寒
川
町
商
工
会
長
）

野
﨑 

保
巳

　
（
県
連
理
事
・
藤
野
商
工
会
長
）

三
宅

 

譲

　
（
県
連
理
事
・
逗
子
市
商
工
会
長
）

片
岡 

宇
一
郎（
二
宮
町
商
工
会
長
）

松
澤 

大
輔（
山
北
町
商
工
会
長
）

■ 

永
年
勤
続
職
員
表
彰

小
川 

亜
希
子（
湯
河
原
町
商
工
会
）

和
田 

貴
浩（
山
北
町
商
工
会
）

第
��
回 

通
常
総
会

結成50周年をPRする県女性連 県知事を囲んで記念撮影

県
知
事
表
敬
訪
問

県
知
事
表
敬
訪
問

６
月
10
日
は﹁
商
工
会
の
日
﹂
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令
和
６
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
藤
野
商

工
会
前
会
長
の
野
﨑
保
巳
氏
が
「
商
工
業
等

の
業
務
に
従
事
し
、
経
済
お
よ
び
産
業
の
発

展
を
図
り
公
益
に
寄
与
し
た
功
労
者
」
と
し

て
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

野
﨑
前
会
長
は
、
平
成
27
年
５
月
か
ら
９

年
間
会
長
を
務
め
る
他
、
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
委
員
会
委
員
長
と
し
て
「
豊
か
な
生

活
環
境
づ
く
り
と
活
力
あ
る
産
業
開
発
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
観
光
振
興
や
、
ゆ
ず
の
ブ

ラ
ン
ド
化
で
地
域
の
知
名
度
向
上
と
ゆ
ず

特
産
品
で
地
域
経
済
を
潤
す
こ
と
を
目
的

に
特
産
品
開
発
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
９
日（
木
）、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ

コ
ハ
マ
に
て
、
第
57
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
の
令
和
５
年
度
事
業
報

告
書
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い

て
、
第
２
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業
計

画
書
案
及
び
予
算
書
案
の
承
認
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

５
月
10
日（
金
）レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老

名
に
て
第
50
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

１
号
議
案
の
令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
及

び
決
算
書
、
第
２
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業

計
画
書（
案
）及
び
予
算
書（
案
）が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
、
第
３
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
役
員
選
考
委
員
会
で

選
考
さ
れ
た
役
員
全
て
が
承
認
さ
れ
、
会
長
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
藤
田
純
子
氏（
真
鶴
町
）が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

会
　
長 

藤
田 

純
子 

（
真
鶴
町
）

副
会
長 

佐
藤 

明
美 

（
愛
甲
）

 

根
岸 

幸
子 

（
伊
勢
原
市
）

理
　
事 

大
川 

順
恵 

（
寒
川
町
）

 

伊
藤 

と
も 

（
湯
河
原
町
）

 

山
崎 

洋
美 

（
南
足
柄
市
）

 

小
池 

千
恵
子 

（
藤
野
）

監
　
事 

志
村 

隆
子 

（
足
柄
上
）

 

本
田 

里
美 

（
津
久
井
）

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
奉
仕
す
る
活
動

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）に
従
事
し
、
顕
著
な

実
績
を
挙
げ
た
方
に
贈
ら
れ
る
緑
綬
褒
章

を
相
模
湖
商
工
会
女
性
部
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

同
女
性
部
は
、
35
年
以
上
前
か
ら
相
模
湖

駅
前
や
周
辺
の
花
植
え
、
植
栽
管
理
を
続
け

て
お
り
、
そ
の
継
続
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。小

瀧
部
長
は
、
今
回
の
受
章
と
女
性
部
40

周
年
を
き
っ
か
け
に
「
花
植
部
会
」
を
新
た

に
発
足
し
、
今
後
も
気
持
ち
新
た
に
活
動
を

続
け
て
い
く
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
令
和
６
年
４

月
18
日
か
ら
23
日
の
６
日
間
、Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
協
働
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
県
内

県
西
地
域
の
魅
力
あ
る
「
町
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
特
産
品
の
販
売
、
観
光
情
報
の
展

示
等
を
行
い
ま
し
た
。

大
磯
町
の
網
元
「
松
道
丸
」
の
ふ
っ
く
ら

ゆ
で
上
げ
た
「
釜
揚
げ
し
ら
す
」、
湯
河
原

み
か
ん
問
屋
「
石
澤
商
店
」
の
食
べ
る
レ
モ

ン
「
レ
モ
ネ
ー
ド
」
や
「
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
」、

小
田
原
市
「
田
中
屋
本
店
」
の
お
得
な
「
梅

干
し
」、
真
鶴
町「
魚
伝
」の
伝
統
の「
干
物
」

は
特
に
人
気
が
高
く
多
く
の
お
客
様
に
ご

購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
二
宮
町
商
工
会
は
、
地
域
団
体
商

標
の
登
録
を
受
け
た
「
湘
南
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
」
を
含
む
オ
リ
ー
ブ
製
品
を
販
売
・

Ｐ
Ｒ
し
、高
い
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
す
る
こ

と
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
︒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う

こ
と
で
︑
特
定
健
診
や
診
療
の
情

報
を
医
師
と
共
有
で
き
︑
重
複
検

査
を
防
ぎ
︑
自
身
の
健
康
・
医
療

デ
ー
タ
に
基
づ
く
︑
よ
り
適
切
な

医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
︒ま
た
︑薬

の
情
報
も
医
師
・
薬
剤
師
と
共
有

で
き
︑
重
複
投
薬
や
禁
忌
薬
剤
投

与
の
リ
ス
ク
も
減
少
し
ま
す
︒さ

ら
に
︑
旅
行
先
や
災
害
時
に
受
診

す
る
際
も
︑
薬
の
情
報
等
が
連
携

さ
れ
る
の
で
︑
持
病
を
持
った
方
も

安
心
で
す
︒そ
の
他
各
種
手
続
き

も
簡
単
・
便
利
に
な
り
ま
す
︒

な
お
︑
令
和
６
年
12
月
２
日
以

降
︑
新
規
に
健
康
保
険
証
は

発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
︑ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

詳
細
は
︑
協
会
け
ん
ぽ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
︒

受章された
野﨑前会長本年度の重点方針について述べる柏木会長

退任部長表彰の様子

部員増強についての研修模様

新役員の顔ぶれ

議案審議の様子

褒状を手にする
小瀧部長

柑橘類の香りに足を止める様子魅力ある地域産品が並ぶ出展の様子

藤
野
商
工
会

相
模
湖
商
工
会
女
性
部

野
﨑
保
巳
前
会
長
が
叙
勲

　
　
　
　
　
　
旭
日
単
光
章
を
受
章

35
年
続
く
花
植
え
活
動
で
緑
綬
褒
章

ま
た
、
総
会
内
に
お
い
て
県
部
員
増
強

運
動
表
彰
が
行
わ
れ
、
令
和
５
年
度
の
部

員
加
入
実
績
が
特
に
優
秀
で
あ
っ
た
伊

勢
原
市
、
座
間
市
、
南
足
柄
市
の
各
青
年

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
退
任
さ
れ
る
各
会
青
年
部
長
及

び
新
部
長
が
発
表
さ
れ
、
退
任
部
長
に
感
謝

状
及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

部
員
研
修
会
で
は
、
本
年
度
県
青
連
が

重
点
事
業
と
す
る
「
部
員
増
強
事
業
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
で
有
数
の
実
績
を
誇
る

愛
知
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
安
江

陽
会
長
か
ら
、
同
県
青
年
部
の
先
駆
的
な

取
り
組
み
事
例
や
考
え
方
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。講
演
後
の
質
疑

応
答
で
は
各
青
年
部
長
か
ら
活
発
な
質

問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
令
和
５
年
度
末
に
退
任
さ
れ
た

９
名
の
部
長
へ
藤
田
会
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
令
和
５
年
度

に
８
名
の
加
入
が
あ
っ
た
逗
子
市
と
６
名
が
加

入
し
た
湯
河
原
町
、
５
名
が
加
入
し
た
南
足
柄

市
に
部
員
増
強
運
動
の
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。第

19
回
主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

よ
り
代
表
と
な
っ
た
３
名
の
発
表
が
あ
り
、
最

優
秀
賞
に
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ

く
り「
合
言
葉
は
女
性
活
躍
日
本
一
の
町
」を
発

表
し
た
二
宮
町
の
羽
根
か
ほ
る
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。羽
根
さ
ん
は
７
月
９
日
に
栃
木
県
で

開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交

流
研
修
会
で
行
わ
れ
る
主
張
発
表
大
会
で
神
奈

川
県
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
型
補
助
金
を
活
用
し
て
女
性
部
活
動
を

行
っ
た
２
つ
の
女
性
部
か
ら
の
発
表
が
行
わ

れ
、〝
衰
退
す
る
津
久
井
郷
土
菓
子
の「
再
興
の

仕
組
構
築
事
業
」〞
を
小
林
節
子
さ
ん
（
津
久

井
）
が
、〝
南
三
陸
の
被
災
地
を
視
察
し
「
小
学

生
を
守
る
た
め
の
防
災
ア
プ
リ
製
作
事
業
」〞

を
北
川
淡
美
さ
ん
と
山
本
美
紀
さ
ん（
逗
子
市
）

が
発
表
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
郷
土
菓
子
の
再
興
事
業
に

つ
い
て
は「
他
の
単
会
の
励
み
と
な
っ
た
」逗
子

の
防
災
ア
プ
リ
製
作
事
業
に
つ
い
て
は
「
子
供

達
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し

い
。子
供
達
は
こ
の
経
験
を
引
き
継
い
で
も
ら

え
る
と
思
う
の
で
こ
の
活
動
は
意
味
が
あ
る
」

な
ど
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

県青連

県女連

﹁県
内
青
年
部
員
の
増
強
に
重
点
！
﹂

       

第
57
回
通
常
総
会
・
部
員
研
修
会

藤
田
会
長
が
再
任

第
50
回
通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
・

 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

主張発表者
最優秀賞　羽根かほるさん（二宮町）

【左から2番め】

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の

商
工
会
職
員
も
出
店
事
業
者
と
一
緒
に
な

り
商
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
で
は
今
後
も
県
内
商
工
会
と
連
携

し
、
地
域
事
業
者
の
販
路
支
援
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

横
浜
駅
で
神
奈
川
の
魅
力
を
発
信
！

﹁
神
奈
川
深
掘
り
産
直
市
﹂

開
催

「マイナ保険証を使ってみませんか？」
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